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次期川崎競輪開催業務等包括委託について

平成２９年度から５年間の契約期間で導入した「包括委託」は、自転車競技法に基づき、本市が競輪施行者の責任において実施
する競輪開催事務などを除き、車券発売・払戻、広報、警備、清掃などの業務を一括して民間事業者に委託するもので、一体的に事
業を行うことによる経費削減や民間ノウハウを活用したファンサービスの向上など、競輪事業の運営に効果的な役割を果たしてきた。

このため、令和４年度から令和８年度までの５年間においても、次の考え方に基づき包括委託を継続し、より効果的・効率的な競輪
事業の運営を実施していく。

１ 競輪事業の確実な実施及び効率的な運営
（１）公正・安全かつ円滑な業務運営の推進
（２）柔軟かつ効率的な業務運営による経費削減の推進
（３）魅力的な情報発信やファンサービスの向上などによる新規ファンの獲得による車券売上の増加

２ 市民に親しまれ地域活性化に資する競輪場
（１）富士見公園との調和が図られた競輪場施設に向けて、市民利用や市民開放に取り組み、親しまれる競輪場づくりを推進
（２）商業・教育などとの連携による周辺地区の活性化に資する取組を強化

包括委託の目的・基本的な考え方1

3 近年の動向

（３） 市民に親しまれる競輪場づくり

地域に親しまれる施設を目指し、家族連れ、親子連れなどをターゲットに様々な取組が活発に実施された。
・富士通スタジアムと連携しスポーツフェスタにおいてこども自転車教室を開催
・市民まつりと連携したバンク走行会・地元商店街と連携した街かど音楽祭
・足漕ぎバギーなどで親子連れが楽しめる 「九ちゃんパーク」の開催

１ 新規顧客獲得に向けた販売戦略
インターネット等在宅投票者、ミッドナイト競輪、ガールズ競輪に着目し、新規顧客獲得に繋げる。

２ 特別競輪の誘致・開催
令和２年度に川崎競輪場で開催した特別競輪「全日本選抜競輪」ＧⅠの売上が、87.8億円（対前年度比105％

於：豊橋競輪場）となったことからも特別競輪（ＧⅠ・ＧⅡ）の誘致を引き続き行い、開催に結び付ける。

３ 施設等の整備
レース開催・選手の練習に必要なバンクや老朽化した施設等の整備を推進する。

４ 市民に親しまれ地域活性化に資する競輪場

富士見公園との調和が図られた競輪場施設に向けて、親しまれる競輪場づくりを推進するとともに、周辺地区の活性化

に資する取組を強化する。

５ 市財政への貢献
効率的・効果的な運営により持続的に収益を確保するとともに、一般会計への繰り出しを行い市財政に貢献する。

今後の方針4

◆全国的に本場及び場外売上が減少する一方、在宅投票（インターネット投票＋電話投票）の売上が増加傾向にある。
◆川崎競輪場においても、ミッドナイト競輪を初めて開催した平成３０年度の在宅投票の売上が全体の４９．７％を占め、

以後令和元年度５７．６％、令和２年度６６．６％と増加している。

ミッドナイト競輪の特徴
●21時から23時30分まで開催。無観客開催、インターネット発
売のため、開催経費が削減される。
●就業後に手軽に車券を購入してレースを楽しめることから
新規ファン獲得の役割を担っている。
平成23年に小倉競輪場で初めて開催され、年々売上が増加。
◆令和2年度は巣ごもり需要なども相まって全国的にも売上
が拡大し、車券売上増の大きな要因になっている。
◆川崎競輪場でも平成30年度から年間2回開催し、令和3年
度から年間4回の開催に拡大。

２ ミッドナイト競輪の普及・拡大

１ インターネット等在宅投票の拡大

３ ガールズ競輪の普及・拡大
女子選手ならではのファッション性・スポーツ性にも訴求することにより、若年層の新規ファンの獲得を目指してい

る。川崎競輪場でも平成30年度以降、年6回程度レースを開催。
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資 料

包括導入後包括導入前

包括導入後包括導入前

H28 H29 H30 R1 計

包括委託業務対象経費・包括委託料 ７７８，０９９ ６３５，１９１ ６８８，２９５ ６６４，９９９

対H28（包括導入前との比較） ― △１４２，９０８ △８９，８０４ △１１３，１００ △３４５，８１２

2 現行の包括委託の導入効果

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ1

Ａ 競輪事業収入 15,860,727,767 21,332,778,786 16,487,874,619 17,930,864,989 17,246,160,343 

うち車券売上金 15,277,094,000 20,883,291,700 15,938,760,400 17,271,269,500 16,589,850,800 

Ｂ 基金繰入金 1,895,727,460 865,756,778 301,571,900 454,831,560 0 

Ｂ’ 国庫補助金 118,876,106 0 0 0 0 

Ｃ 前年度繰越金 122,984,981 131,350,549 123,047,333 120,905,539 27,387,739 

Ｄ 歳入計 17,998,316,314 22,329,886,113 16,912,493,852 18,506,602,088 17,273,548,082 

Ｅ 競輪事務費 226,159,885 245,263,157 199,856,436 195,106,794 203,037,985 

Ｆ 競輪開催費（除く基金積立金） 15,336,474,288 20,478,724,959 15,862,887,521 17,131,700,549 16,448,413,343 

Ｇ 競輪場整備費 2,040,385,532 982,748,436 364,966,698 501,905,571 50,134,780 

Ｈ 一般会計繰出金 130,000,000 170,000,000 250,000,000 280,000,000 310,000,000 

うち競輪事業 100,000,000 100,000,000 130,000,000 130,000,000 130,000,000 

うち競馬組合配分金 30,000,000 70,000,000 120,000,000 150,000,000 180,000,000 

Ｉ 競輪事業運営基金積立金 14,753,921 8,405,227 4,985,609 64,288,467 17,322,360 

Ｊ 競輪施設等整備事業基金積立金 119,192,139 321,697,001 108,892,049 306,212,968 204,506,467 

Ｋ 歳出計 17,866,965,765 22,206,838,780 16,791,588,313 18,479,214,349 17,233,414,935 

Ｌ 単年度収益（単年度収支・基金積立・繰出金） 272,311,628 491,799,012 361,735,864 556,983,635 544,574,235 

M 次年度繰越金（D－Ｋ） 131,350,549 123,047,333 120,905,539 27,387,739 40,133,147 

１ 競輪事業特別会計決算額の推移
包括導入前 包括導入後

包括委託導入等に伴い、職員等を削減、従事員は、退職者不補充とし、順次、業務を包括委託業務に移行

（１） 委託料の削減

こども自転車教室 中学生の職業体験（富士見中学校など）
（単位：円）

H28 H29 H30 R1
H28とR1の比較

人数 削減率

職員（人） １９ １６ １６ １４ △５人 ２６．３％

旧非常勤（人）
Ｒ２年度から

会計年度任用
職員

１７ １４ １３ １２ △５人 ２９．４％

旧臨職（人） 2 ２ １ １ △１人 ５０．０％

従事員（人） １０１ ８７ 75 ５７ △４４人 ４３．６%
計 139 11９ 105 84 △55人 ３９．６％

職員の削減等による効果（千円） △50,914 △69,809 △109,477 計△230,200

包括委託に移行した業務の平成28年度（移行前）と平成29年度以降（移行後）の委託料を比較すると、3年間で345,812千円
（1年平均で115,271千円）の減。

２ 主な導入効果
※ 平成２８年度は特別競輪（ＧⅡ・サマーナイトフェスティバル）を開催

「包括委託移行後（平成29年度から令和元年度）の決算額」と「包括委託を行わなかった場合の各年度の推計額（平成28年度
の職員数のままだった場合の推計額）」を比較すると、3年間で230,200千円（1年平均で76,733千円）の減。

（２） 人件費の削減
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場 外
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次期川崎競輪開催業務等包括委託について
5
１ 競輪事業の確実な実施及び効率的な運営
（１） 競輪事業の理解度

ア 全国の競輪事業の現状・課題を踏まえた川崎競輪について
競輪業界の全体のトレンド、ボートレースや地方競馬など他の公営競技との比較、川崎競輪場の優位性等

イ 川崎競輪の事業分析・受託期間中の売上見込みについて
インターネット等在宅投票者のデータ分析に基づく売上増加策、販路別の売上増加策等

（２） 運営体制
ア 運営組織・執行体制（人員等）・管理体制

専門知識を有したスタッフ、適切な開催執務体制、従事員の減少への対応
イ 企業経営状況の健全性

財務状況の健全性、企業活動の継続性
ウ 競輪場に関する業務経験について

公営競技受託実績（関連業務経験）、ギャンブル依存症・感染症対策対応方針、カーボンニュートラル・ＳＤＧｓ対応方針
（３） 実施計画

ア 収益性の向上
経費の削減と売上の増加による収益向上策、提案内容の具体性

イ 危機管理（災害・システム障害発生時の対応）について
競輪事業運営のシステム障害対応、 地震、火事、大雨などの災害対応策の具体性

ウ 経費の見込みについて
事業に必要な項目を網羅しているか、再委託予定の項目の明示

エ 市内事業者の優先発注について
具体的な仕組みや数値目標

（４） 受託希望価格（委託料）
ア 本場開催経費率に係る希望委託料（経費率）について

上限値（後記９「委託料」参照）
イ 受託場外開催に係る希望委託料（経費率）について

上限値内の数値か

２ 市民に親しまれ地域活性化に資する競輪場
（１）地域の活性化に資する取組

商業・教育や近隣施設などと連携し、周辺地区の活性化に資する取組の提案
（２）富士見公園との調和が図られた親しまれる競輪場づくり

富士見公園との調和が図られた競輪場施設に向け、市民利用・開放に取り組み、親しまれる競輪場づくりを推進する提案
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契約締結 → 委託事業開始

選定審査部会

事前に聴取した外部有識者か

らの意見を参考に、事業者及び

事業者の提案内容について審議。

○庁内関係局の課長で構成

○４局７名を予定

【部会長】 公営事業部長

企画提案中の専門分野に

ついて、事務局を通じて意見表明

●競輪事業に関する有識者

●公認会計士等の資格を有し、企

業の財務状況を審査できる者

●都市公園全般に関する有識者

●エンターテイメントの有識者

外部有識者 ４名

意見

審
議
結
果
を
報
告

事
業
者

企画提案

部会の審議結果を基に、事業者及

び提案内容の適合性、妥当性につい

て審査。

選定審査会

○庁内関係局の部長で構成

○４局４名を予定

【会長】 経済労働局長

事業者選定

選定された事業者と随意契約に向けた協議

事業者の選定方法及びスケジュール（予定）

事業者選定にあたっての提案事項・評価項目

１ 開催業務（本場開催及び受託場外開催に直接関係する業務）
○競輪開催に係る運営統括及び車券発売・払戻等に関する業務
○映像・音楽・実況放送など、情報の場内外への提供に関する業務
○お客様サービス・イベント等の実施に関する業務
○場内・駐車場・周辺道路の警備及び清掃に関する業務
☆開催資金の手配・管理業務

２ 非開催業務（競輪開催のために必要な業務）
○広報・宣伝企画に関する業務
○本場・場外開催に係る他場及び関係機関との連絡・調整等に関する業務
○非開催日払戻業務

３ その他の業務（施設・設備の維持管理業務、一般管理業務の補助など）
○施設・設備の維持管理に関する業務 ☆法令改正に基づく施設の点検業務等
○本市が行う開催関係業務及び日常業務等の支援に関する業務
○既存施設の有効活用に関する業務
○市民利用・多目的利用の推進に関する業務

凡例
☆ 今回、新たに包括委託に含める業務
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●議会報告（公募）

●公告

選定審査会組成●

コンペ●

●選定審査会、決定

参加申込受付● ●参加申込締切

企画提案書受付● ●企画提案書締切

質問受付● ●回答

書類確認、外部有識者意見聴取●

●議会報告（選定結果）

契約内容の詳細協議● ●基本協定締結

準備期間（業務引継）

年度契約締結●

業務開始

令和４年度

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

令和３年度

市及び受託業者の役割

委託する業務7

9 委託料

委託業務実施期間 ：令和4年4月1日 ～ 令和9年3月31日、 引継・準備期間：令和4年1月 ～ 令和4年3月31日

8 委託期間等

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 合計

① 本場開催車券売上金 （H29～R02の各グレード別売上平均
×R04～R08の開催グレード・日数（見込）で算出）

16,616 15,727 17,490 16,555 17,490 83,878 

② 包括委託料（税込） （a+b+c） 725 726 728 728 728 3,635 

a H29～R01包括委託料の平均 （現行の委託料率 税込み4.06％で算出） 674 674 674 674 674 3,370 

b 追加委託業務（開催資金の手配・管理、法令改正に基づく施設の点検業務） 41 41 41 41 41 205 

c 従事員の退職に伴い移行する業務
（投票所の発売・払戻、場内警備、施設管理等）

10 11 13 13 13 60 

③ 委託料の率（税込） ②／① 4.36% 4.62% 4.16% 4.40% 4.16% 4.33%

グレード別開催日数
GⅠ GⅡ GⅢ FⅠ 計

31日 7日 125日 174日 337日

① 場外車券売上金（Ｒ01実績） 975 150 2,303 1,201 4,629 

② 包括委託料（税込み） （a+b） 54 12 215 153 434 

a R01包括委託料 48 11 190 136 385 

b 従事員の退職等により移行する業務（R04～R08（見込）の平均）
（投票所の発売・払戻、場内警備、施設管理等）

6 1 25 17 49 

③ 委託料の率（税込み）②／① 5.54% 8.00% 9.34% 12.74%

(参考)現行の委託料率（税込み） 4.90% 7.01% 8.24% 11.34%

■本場開催 単位：百万円

○上限は、委託予定期間を通じた平均値により、税込み4.33%とする。（現行の委託料率は税込み4.06％）
※１ 特別競輪等の開催は不確定のため包括委託では別契約とすることから、売上予測には見込んでいない。
※２ 令和２年度は特別競輪（GⅠ）の開催に伴い、委託料の算定が他の年度と異なることから委託料の積算には含めていない。

※  受託場外開催については年度により開催日数が異なることから、令和元年度の単年度実績を基に検討する。
（令和２年度はコロナウィルス対応により開催日数が大幅に減）

■受託場外開催

●公募型プロポーザル方式を採用して幅広くアイディアを募集する

単位：百万円

連携

＜本市の役割＞
●自転車競技法施行規則に基づく固有事務

①競輪開催の日程の決定等
②使用する場外車券売場等の決定
③車券の発行等
④払戻金の額の決定
⑤選手賞金等の決定

●施設整備事業の決定・実施
●受託業者の業務実施状況の指導・監督など

＜受託業者の役割＞
●自転車競技法に基づく実施事務の委託

①車券の発売に関する事務
②払戻金に関する事務
③返還金の交付に関する事務
④そのほか競輪の実施に関する事務

●競輪開催に関する運営の統括
●受託場外開催に関する運営の統括
●市民開放・利用の推進、地域の活性化

委託料設定の考え方
◎委託料は「定率制」を採用

川崎競輪場のポテンシャルを踏まえ、経費削減最優先の「定額制」ではなく、車券売上金額に対する率で委託料を
計算する「定率制」を採用し、受託事業者の売上向上意欲を喚起する。

◎「率」は本場開催分と受託場外分の２種類とし、それぞれに上限を設定し、提案「率」が低い者に高評価を与える。
○本場開催の上限は「税込み4.33%」
○受託場外開催の上限は、グレードごとに、 GⅠ＝税込み5.54％、GⅡ＝税込み8.00％、GⅢ＝税込み9.34％、

FⅠ＝税込み12.74％とする。
※ 本場開催及び受託場外開催の率の上限は、現行の包括委託期間中の委託料に、追加委託業務、従事員の退職に伴い移行する業務

を勘案し設定。

スケジュール

（参考）委託料率（上限）の積算について
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